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概要 

藤田医科大学医学部では、2015 年度第 1～３学年よりアウトカム（学習成果）基盤型教育を取り入れ

た新カリキュラムに移行するなど、近年、カリキュラム改革と教育環境の改善を進めてきた。その対象

である学生の視点から評価とフィードバックを受け、今後の医学部教育の見直しの資料とするため、卒

業生を対象としたアンケート調査を実施した。対象は 2017、2018、2019 年度の本学医学部卒業生であ

り、卒業後約 6 ヵ月の時点で、無記名の自記式調査票を用いた郵送法による調査を行った。 

2019 年度卒業生（回収率 45.5％）では、（臨床研修 1 日目として）【身につけることができた知識

や能力】の分野では、「医学および関連領域の知識」、「医師としてのプロフェッショナリズム」と

「コミュニケーション能力」などにおいてできたと思う割合が高く、「独創的探究心」などで低めであ

った。【教育内容への満足度】の分野では、「臨床医学」の講義と実習で満足度が高く、「アセンブリ

教育」、「英語教育」と「プロフェッショナリズム教育」などで低めであった。【大学のサービスや施

設、設備への満足度】の分野では、 “満足”と“やや満足”を合わせると、全ての項目で 5 割を超えてお

り、特に「教室・建物」、「Wi-Fi 環境」、「自習室」では 9 割前後であった。【藤田医科大学および

医学部に対する満足度】の分野では、「大学」「医学部」ともに “満足”と“やや満足”を合わせると 7 割

を超えていた。設問「藤田医科大学医学部への進学を身近な人に勧めたいと思いますか？」では、“そ

う思う”の回答割合は 24％、“そう思う”と“いくらかそう思う”を合わせると 67％であった。 

2017 年度、2018 年度の回答状況を 2019 年度と比較した。2017 年度は 2018 年度や 2019 年度に比

べて、ほとんどの項目で良い方向の回答割合が低かった。2018 年度は【身につけることができた知識

や能力】の分野において良い割合が 2019 年度よりも高い傾向であったが、それ以外の【教育内容への

満足度】、【大学のサービスや施設、設備への満足度】、【藤田医科大学および医学部に対する満足

度】の分野と「進学を身近な人に勧めたいか」の問においては 2019 年度の方が高い傾向、すなわち、3

年間で増加傾向であった。 

全体として、良い／満足の回答割合が増加している傾向であった。その中で、良い／満足の回答割合

が比較的低かった項目には、教育上の問題点や課題が潜んでいる可能性があるだろう。今後も各分野に

おける取り組みが学生の満足度の向上、あるいは高い満足度の維持につながることが期待される。 
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1．背景と目的 

本学医学部は 2015 年度第 1～３学年よりアウトカム（学習成果）基盤型教育を取り入れた新カリキ

ュラムに移行している。「独創的な学究精神を持った謙虚で誠実な医師を育成する。」ことが藤田医科

大学医学部の使命であり、卒業時にすべての本学卒業生が身に着ける能力として「卒業コンピテンス

（１．医師としてのプロフェッショナリズム、２．コミュニケーション能力、３．専門職連携、４．医

学及び関連領域の知識、５．独創的探究心、６．診療の実践、７．地域社会への貢献）」と、これに対

応する「卒業コンピテンシー」を定めている。これらの能力は低学年からの、教養・英語教育、基礎医

学（講義・実習）、社会医学（講義・実習）、臨床医学（講義）、臨床実習、アセンブリ教育、プロフ

ェッショナリズム教育を積み上げることによって達成され、全体としてのカリキュラムの統合性や教職

員の指導方法・指導力、熱意にも依存する。また学生は 6 年間の長期にわたり本学で過ごすことから、

大学のサービスや施設、設備（教室・建物、食堂、学生ホール、事務部窓口、図書室、Wi-Fi 環境、自

習室）は、彼らにとって過ごしやすく利用しやすいものでなければならない。 

今回、数年にわたり本学が取り組んできたカリキュラム改革と教育環境の改善について、その対象と

なっている学生の視点から評価とフィードバックを受け、今後の医学部教育の見直しの資料とするた

め、2017、2018、2019 年度の本学医学部卒業生に対してアンケート調査を実施した。年度ごとの傾向

を分析するとともに、過去 3 年度にわたる経年変化を比較することに主眼をおいた。 

 

2．対象 

調査対象者は、2017、2018、2019 年度の藤田医科大学医学部卒業生とした。2017 年度は卒業生のう

ち、卒業後の進路が病院の者とし、進路が進学やその他の者は対象外とした。2018 年度、2019 年度は

卒業生の全員を対象とした。年度毎の対象者数は、2017 年度が 91 名、2018 年度が 115 名、2019 年度

が 112 名であった。 

 

3．方法 

2017、2018、2019 年度の本学医学部卒業生に対し、卒業後 6 か月以内にアンケートへの協力依頼文

書および調査票を郵送し、同封した返信封筒にて調査票を返送する方法で回答を得た。各年度の調査実

施時期は、2017 年度卒業生が 2018 年 8 月、2018 年度卒業生が 2019 年 7 月、2019 年度卒業生が

2020 年 7 月であった。 

調査票は、A4、2 ページで、無記名での回答とした（「資料」を参照）。調査内容は、【身に付ける
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ことができた知識や能力】（7 問）、【教育内容への満足度】（12 問）、【大学のサービスや施設、設

備への満足度】（7 問）、【藤田医科大学および医学部に対する満足度】（2 問）の 4 つの分野と、設

問「藤田医科大学医学部への進学を身近な人に勧めたいと思いますか？」の計 29 問とした。回答方法

は、【身に付けることができた知識や能力】では、設問文「大学の授業や活動を通して、以下の臨床研

修 1 日目の能力を身につけることができましたか？」に対して“そう思う”、“いくらかそう思う”、“どち

らともいえない”、“あまりそう思わない”、“そう思わない”の 5 つの選択肢から 1 つ選択、【教育内容へ

の満足度】と【大学のサービスや施設、設備への満足度】では、“満足”、“やや満足”、“どちらともいえ

ない”、“やや不満”、“不満”の 5 つの選択肢から 1 つ選択とした。【藤田医科大学および医学部に対する

満足度】と、設問「藤田医科大学医学部への進学を身近な人に勧めたいと思いますか？」は、“そう思

う”～ “そう思わない”の 5 つに“わからない”を加えた 6 選択肢から 1 つ選択とした。また、自由記載欄

を設け、「その他、藤田医科大学・医学部に対するご意見をご自由にご記載下さい」と依頼した。この

調査内容は 2017～2019 年度の 3 年間で共通であった。 

 2017～2019 年度の年度毎に回答状況を集計し、設問毎に、各選択肢の回答数と未回答者を除く割合

を示した。また、3 年間の傾向を見るために、設問毎に、「“そう思う”または“いくらかそう思う”」、

あるいは「“満足”または“やや満足”」と回答した人数とその割合について示した。 

  

4．結果 

（1）2019 年度の調査結果 

 2019 年度の卒業生 112 人に対して、51 人から回答が得られ、回収率は 45.5％であった。 

表 1 に 2019 年度の各調査項目における回答の分布を示す。【身につけることができた知識や能力】

（設問文「大学の授業や活動を通して、以下の臨床研修 1 日目の能力を身につけることができました

か？」）の分野では、“そう思う”の回答割合は「医師としてのプロフェッショナリズム」と「コミュニ

ケーション能力」で 33％と高く、「独創的探究心」で 19％と低かった。“そう思う”と“いくらかそう思

う”を合わせると、それぞれ、「医学および関連領域の知識」、「医師としてのプロフェッショナリズ

ム」と「コミュニケーション能力」で 7 割を超えていた（それぞれ 77％、73％、71％）。「専門職連

携」は 53％であり、「独創的探究心」、「診療の実践」、「地域社会への貢献」では 5 割弱であった

（それぞれ 46％、49％、49％）。 

【教育内容への満足度】の分野では、“満足”の回答割合は「臨床実習」が 31％、「教養教育」が

28％、「臨床医学（講義）」が 26％と高く、「アセンブリ教育」が 10％と低かった。“満足”と“やや満

足”を合わせると、「臨床医学（講義）」が 84％、「臨床実習」が 82％とともに 8 割を上回った。一

方、「アセンブリ教育」、「英語教育」と「プロフェッショナリズム教育」では 5 割を下回った（それ
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ぞれ、39％、43％、47％）。「カリキュラム全般」は 53％、「教員」は 69％であった。 

【大学のサービスや施設、設備への満足度】の分野では、“満足”の回答割合は「Wi-Fi 環境」が

65％、「教室・建物」が 55％と高く、「事務部窓口」が 22％と低かった。“満足”と“やや満足”を合わ

せると、全ての項目で 5 割を超えており、特に「教室・建物」、「Wi-Fi 環境」、「自習室」では 9 割

前後であった（それぞれ、96％、94％、88％）。 

【藤田医科大学および医学部に対する満足度】の分野では、「大学」「医学部」ともに“満足”の回答

割合は 3 割を超え（それぞれ、37％、33％）、“満足”と“やや満足”を合わせると 7 割を超えていた（そ

れぞれ、73％、78％）。 

設問「藤田医科大学医学部への進学を身近な人に勧めたいと思いますか？」では、“そう思う”の回答

割合は 24％、“そう思う”と“いくらかそう思う”を合わせると 67％であった。 

  自由記載欄には 13 件の回答があり、内容としては、教養教育から臨床実習、アセンブリ教育等に

わたる教育内容に関するものが 8 件、大学のサービスや施設・設備に関するものが 2 件、その他（「特

になし」など）が 3 件であった。 

 

（2）2017～2019 年度の推移 

 2018 年度の卒業生 115 人に対して、回答は 44 人（回収率 38.3％）、2017 年度の卒業生で卒業後の

進路が病院である 91 人に対して、回答は 27 人（回収率 29.7％）であった。 

表 2 に 2018 年度の各調査項目における回答の分布を示す。2018 年度の調査結果を 2019 年度と比較

すると、全体的に、“そう思う”や“満足”の割合が 2019 年度の方が高い項目が多く見られた。【身につ

けることができた知識や能力】の分野では、“そう思う”の割合が 2019 年度のほうが高いのが 7 問中 4

問、【教育内容への満足度】の分野では“満足”の割合が 2019 年度のほうが高いのが 12 問中 9 問、【大

学のサービスや施設、設備への満足度】の分野では“満足”の割合が 2019 年度のほうが高いのが 7 問中

5 問であった。【藤田医科大学および医学部に対する満足度】の分野では、「大学」「医学部」ともに

“満足”の回答割合は 2018 年度がともに 16％に対して 2019 年度は 37％と 33％、設問「藤田医科大学医

学部への進学を身近な人に勧めたいと思いますか？」では、“そう思う”の回答割合は 2018 年度の 7％に

対して 2019 年度が 24％と、いずれも 2019 年度の方が高かった。一方、“いくらかそう思う”や“やや満

足”の割合は 2018 年度に比べて 2019 年度の方が低い項目が多く見られた。 

表 3 に 2017 年度の各調査項目における回答の分布を示す。2017 年度の調査結果を 2018、2019 年度

と比較すると、2017 年度は、全体的に“どちらともいえない”から“そう思わない”や“不満”のネガティブ

な回答の割合が高かった。 
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表 4 に 2017～2019 年度の各年度で「“そう思う”または“いくらかそう思う”」、あるいは「“満足”ま

たは“やや満足”」と回答した人数と割合を、図 1 に割合の推移を示す。【身につけることができた知識

や能力】の分野では、各年度とも、「医師としてのプロフェッショナリズム」と「コミュニケーション

能力」、「医学および関連領域の知識」において“そう思う”または“いくらかそう思う”の回答割合が高

い傾向であった。「専門職連携」と「地域社会への貢献」では 3 年間で増加傾向（それぞれ 48％から

53％、33％から 49％に増加）、その他の項目は 2018 年度に比べて 2019 年度で割合が低下していた。 

【教育内容への満足度】の分野では、各年度とも、「臨床医学（講義）」や「臨床実習」で“満足”ま

たは“やや満足”の回答割合が高い傾向、「英語教育」、「アセンブリ教育」や「プロフェッショナリズ

ム教育」で低い傾向が見られた。3 年間の傾向としては「アセンブリ教育」以外の全ての項目において

増加、すなわち、2019 年度が最も高かった。「カリキュラム全般」は 33％から 53％に増加、「教員」

は 52％から 69％に増加であった。 

【大学のサービスや施設、設備への満足度】の分野では、各年度とも、「教室・建物」、「Wi-Fi 環

境」、「自習室」において“満足”または“やや満足”の回答割合が高い傾向であった。また、「事務部窓

口」以外の全ての項目で 2019 年度が最も高い割合であった。 

【藤田医科大学および医学部に対する満足度】の分野では、“そう思う”または“いくらかそう思う”の

割合はともに 3 年間で増加傾向であり、「大学」で 56％から 73％に増加、「医学部」では 52％から

78％に増加していた。設問「藤田医科大学医学部への進学を身近な人に勧めたいと思いますか？」で

は、“そう思う”または“いくらかそう思う”の割合は 2017 年度が 48％、2018 年度が 41％、2019 年度が

67％であった。 
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表 1．各設問の回答分布：2019 年度卒業生 

Q1
医師としての
　プロフェッショナリズム

17 (33.3%) 20 (39.2%) 11 (21.6%) 3 (5.9%) 0 (0.0%)

Q2 コミュニケーション能力 17 (33.3%) 19 (37.3%) 12 (23.5%) 3 (5.9%) 0 (0.0%)

Q3 専門職連携 14 (27.5%) 13 (25.5%) 12 (23.5%) 11 (21.6%) 1 (2.0%)

Q4 医学および関連領域の知識 12 (23.5%) 27 (52.9%) 8 (15.7%) 4 (7.8%) 0 (0.0%)

Q5 独創的探究心 9 (18.8%) 13 (27.1%) 15 (31.3%) 10 (20.8%) 1 (2.1%)

Q6 診療の実践 13 (25.5%) 12 (23.5%) 13 (25.5%) 11 (21.6%) 2 (3.9%)

Q7 地域社会への貢献 11 (21.6%) 14 (27.5%) 17 (33.3%) 5 (9.8%) 4 (7.8%)

Q1 教養教育 14 (28.0%) 17 (34.0%) 12 (24.0%) 6 (12.0%) 1 (2.0%)

Q2 英語教育 8 (15.7%) 14 (27.5%) 15 (29.4%) 10 (19.6%) 4 (7.8%)

Q3 基礎医学（講義） 11 (21.6%) 27 (52.9%) 11 (21.6%) 2 (3.9%) 0 (0.0%)

Q4 基礎医学（実習） 10 (20.0%) 27 (54.0%) 8 (16.0%) 5 (10.0%) 0 (0.0%)

Q5 社会医学（講義） 11 (21.6%) 21 (41.2%) 15 (29.4%) 4 (7.8%) 0 (0.0%)

Q6 社会医学（実習） 10 (19.6%) 21 (41.2%) 17 (33.3%) 3 (5.9%) 0 (0.0%)

Q7 臨床医学（講義） 13 (25.5%) 30 (58.8%) 6 (11.8%) 1 (2.0%) 1 (2.0%)

Q8 臨床実習 15 (30.6%) 25 (51.0%) 4 (8.2%) 4 (8.2%) 1 (2.0%)

Q9 アセンブリ教育 5 (9.8%) 15 (29.4%) 17 (33.3%) 7 (13.7%) 7 (13.7%)

Q10 プロフェッショナリズム教育 9 (17.6%) 15 (29.4%) 17 (33.3%) 6 (11.8%) 4 (7.8%)

Q11 カリキュラム全般 9 (17.6%) 18 (35.3%) 18 (35.3%) 5 (9.8%) 1 (2.0%)

Q12 教員 11 (21.6%) 24 (47.1%) 12 (23.5%) 3 (5.9%) 1 (2.0%)

Q1 教室・建物 28 (54.9%) 21 (41.2%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 0 (0.0%)

Q2 食堂 17 (33.3%) 18 (35.3%) 7 (13.7%) 4 (7.8%) 5 (9.8%)

Q3 学生ホール 16 (31.4%) 19 (37.3%) 11 (21.6%) 3 (5.9%) 2 (3.9%)

Q4 事務部窓口 11 (21.6%) 17 (33.3%) 14 (27.5%) 5 (9.8%) 4 (7.8%)

Q5 図書館 19 (37.3%) 18 (35.3%) 8 (15.7%) 5 (9.8%) 1 (2.0%)

Q6 Wi-Fi環境 33 (66.0%) 14 (28.0%) 1 (2.0%) 2 (4.0%) 0 (0.0%)

Q7 自習室 23 (45.1%) 22 (43.1%) 5 (9.8%) 1 (2.0%) 0 (0.0%)

Q1
藤田医科大学に
どの程度満足していますか？

19 (37.3%) 18 (35.3%) 10 (19.6%) 4 (7.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

Q2
医学部に
どの程度満足していますか？

17 (33.3%) 23 (45.1%) 9 (17.6%) 1 (2.0%) 1 (2.0%) 0 (0.0%)

Q1
藤田医科大学医学部への
 進学を身近な人に
　勧めたいと思いますか？

12 (23.5%) 22 (43.1%) 11 (21.6%) 4 (7.8%) 2 (3.9%) 0 (0.0%)

（）：各項目の未回答者を除いた％

教育内容への満足度

身に付けることができた
　知識や能力

そう思う
いくらか
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満

やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満
大学のサービスや
　施設、設備への満足度

満足

わからない

そう思う
いくらか
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

わからない

藤田医科大学および
　医学部に対する満足度

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満
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表 2．各設問の回答分布：2018 年度卒業生 

Q1
医師としての
　プロフェッショナリズム

12 (27.3%) 23 (52.3%) 6 (13.6%) 2 (4.5%) 1 (2.3%)

Q2 コミュニケーション能力 13 (29.5%) 20 (45.5%) 7 (15.9%) 3 (6.8%) 1 (2.3%)

Q3 専門職連携 11 (25.0%) 12 (27.3%) 15 (34.1%) 6 (13.6%) 0 (0.0%)

Q4 医学および関連領域の知識 9 (20.5%) 26 (59.1%) 6 (13.6%) 2 (4.5%) 1 (2.3%)

Q5 独創的探究心 13 (29.5%) 10 (22.7%) 13 (29.5%) 7 (15.9%) 1 (2.3%)

Q6 診療の実践 13 (29.5%) 13 (29.5%) 9 (20.5%) 8 (18.2%) 1 (2.3%)

Q7 地域社会への貢献 10 (22.7%) 10 (22.7%) 17 (38.6%) 3 (6.8%) 4 (9.1%)

Q1 教養教育 5 (11.4%) 19 (43.2%) 12 (27.3%) 5 (11.4%) 3 (6.8%)

Q2 英語教育 3 (6.8%) 13 (29.5%) 16 (36.4%) 7 (15.9%) 5 (11.4%)

Q3 基礎医学（講義） 10 (22.7%) 19 (43.2%) 12 (27.3%) 3 (6.8%) 0 (0.0%)

Q4 基礎医学（実習） 8 (18.6%) 22 (51.2%) 12 (27.9%) 1 (2.3%) 0 (0.0%)

Q5 社会医学（講義） 5 (11.4%) 22 (50.0%) 16 (36.4%) 1 (2.3%) 0 (0.0%)

Q6 社会医学（実習） 6 (13.6%) 18 (40.9%) 18 (40.9%) 2 (4.5%) 0 (0.0%)

Q7 臨床医学（講義） 6 (14.0%) 29 (67.4%) 7 (16.3%) 1 (2.3%) 0 (0.0%)

Q8 臨床実習 12 (27.3%) 23 (52.3%) 7 (15.9%) 2 (4.5%) 0 (0.0%)

Q9 アセンブリ教育 5 (11.4%) 13 (29.5%) 15 (34.1%) 6 (13.6%) 5 (11.4%)

Q10 プロフェッショナリズム教育 4 (9.1%) 15 (34.1%) 19 (43.2%) 4 (9.1%) 2 (4.5%)

Q11 カリキュラム全般 4 (9.1%) 15 (34.1%) 16 (36.4%) 7 (15.9%) 2 (4.5%)

Q12 教員 10 (22.7%) 20 (45.5%) 10 (22.7%) 4 (9.1%) 0 (0.0%)

Q1 教室・建物 28 (63.6%) 11 (25.0%) 4 (9.1%) 1 (2.3%) 0 (0.0%)

Q2 食堂 14 (31.8%) 9 (20.5%) 6 (13.6%) 12 (27.3%) 3 (6.8%)

Q3 学生ホール 15 (34.1%) 12 (27.3%) 10 (22.7%) 4 (9.1%) 3 (6.8%)

Q4 事務部窓口 5 (11.4%) 8 (18.2%) 13 (29.5%) 10 (22.7%) 8 (18.2%)

Q5 図書館 12 (27.3%) 10 (22.7%) 7 (15.9%) 12 (27.3%) 3 (6.8%)

Q6 Wi-Fi環境 22 (50.0%) 13 (29.5%) 6 (13.6%) 1 (2.3%) 2 (4.5%)

Q7 自習室 19 (43.2%) 16 (36.4%) 3 (6.8%) 5 (11.4%) 1 (2.3%)

Q1
藤田医科大学に
どの程度満足していますか？

7 (15.9%) 20 (45.5%) 9 (20.5%) 6 (13.6%) 2 (4.5%) 0 (0.0%)

Q2
医学部に
どの程度満足していますか？

7 (15.9%) 22 (50.0%) 8 (18.2%) 4 (9.1%) 3 (6.8%) 0 (0.0%)

Q1
藤田医科大学医学部への
 進学を身近な人に
　勧めたいと思いますか？

3 (6.8%) 15 (34.1%) 13 (29.5%) 7 (15.9%) 6 (13.6%) 0 (0.0%)

（）：各項目の未回答者を除いた％

わからない

身に付けることができた
　知識や能力

教育内容への満足度

そう思う
いくらか
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

藤田医科大学および
　医学部に対する満足度

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満 わからない

大学のサービスや
　施設、設備への満足度

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満

そう思う
いくらか
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない
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表 3．各設問の回答分布：2017 年度卒業生 

Q1
医師としての
　プロフェッショナリズム

3 (11.1%) 10 (37.0%) 10 (37.0%) 2 (7.4%) 2 (7.4%)

Q2 コミュニケーション能力 7 (25.9%) 9 (33.3%) 6 (22.2%) 2 (7.4%) 3 (11.1%)

Q3 専門職連携 4 (16.0%) 8 (32.0%) 10 (40.0%) 2 (8.0%) 1 (4.0%)

Q4 医学および関連領域の知識 5 (18.5%) 13 (48.1%) 7 (25.9%) 1 (3.7%) 1 (3.7%)

Q5 独創的探究心 5 (18.5%) 5 (18.5%) 10 (37.0%) 5 (18.5%) 2 (7.4%)

Q6 診療の実践 4 (14.8%) 7 (25.9%) 11 (40.7%) 4 (14.8%) 1 (3.7%)

Q7 地域社会への貢献 5 (18.5%) 4 (14.8%) 11 (40.7%) 4 (14.8%) 3 (11.1%)

Q1 教養教育 3 (11.1%) 6 (22.2%) 10 (37.0%) 6 (22.2%) 2 (7.4%)

Q2 英語教育 1 (3.7%) 5 (18.5%) 11 (40.7%) 7 (25.9%) 3 (11.1%)

Q3 基礎医学（講義） 5 (18.5%) 7 (25.9%) 9 (33.3%) 5 (18.5%) 1 (3.7%)

Q4 基礎医学（実習） 3 (11.1%) 10 (37.0%) 6 (22.2%) 6 (22.2%) 2 (7.4%)

Q5 社会医学（講義） 1 (3.7%) 8 (29.6%) 11 (40.7%) 5 (18.5%) 2 (7.4%)

Q6 社会医学（実習） 2 (7.7%) 8 (30.8%) 8 (30.8%) 6 (23.1%) 2 (7.7%)

Q7 臨床医学（講義） 3 (11.5%) 13 (50.0%) 8 (30.8%) 1 (3.8%) 1 (3.8%)

Q8 臨床実習 6 (22.2%) 12 (44.4%) 6 (22.2%) 3 (11.1%) 0 (0.0%)

Q9 アセンブリ教育 2 (7.4%) 3 (11.1%) 9 (33.3%) 8 (29.6%) 5 (18.5%)

Q10 プロフェッショナリズム教育 1 (3.7%) 4 (14.8%) 14 (51.9%) 5 (18.5%) 3 (11.1%)

Q11 カリキュラム全般 2 (7.4%) 7 (25.9%) 8 (29.6%) 6 (22.2%) 4 (14.8%)

Q12 教員 3 (11.1%) 11 (40.7%) 8 (29.6%) 4 (14.8%) 1 (3.7%)

Q1 教室・建物 16 (59.3%) 5 (18.5%) 3 (11.1%) 2 (7.4%) 1 (3.7%)

Q2 食堂 5 (18.5%) 8 (29.6%) 5 (18.5%) 4 (14.8%) 5 (18.5%)

Q3 学生ホール 6 (23.1%) 7 (26.9%) 9 (34.6%) 2 (7.7%) 2 (7.7%)

Q4 事務部窓口 6 (22.2%) 9 (33.3%) 5 (18.5%) 4 (14.8%) 3 (11.1%)

Q5 図書館 7 (25.9%) 10 (37.0%) 3 (11.1%) 7 (25.9%) 0 (0.0%)

Q6 Wi-Fi環境 12 (44.4%) 10 (37.0%) 2 (7.4%) 3 (11.1%) 0 (0.0%)

Q7 自習室 11 (40.7%) 11 (40.7%) 3 (11.1%) 1 (3.7%) 1 (3.7%)

Q1
藤田医科大学に
どの程度満足していますか？

12 (44.4%) 3 (11.1%) 6 (22.2%) 4 (14.8%) 0 (0.0%) 2 (7.4%)

Q2
医学部に
どの程度満足していますか？

10 (37.0%) 4 (14.8%) 5 (18.5%) 6 (22.2%) 0 (0.0%) 2 (7.4%)

Q1
藤田医科大学医学部への
 進学を身近な人に
　勧めたいと思いますか？

6 (22.2%) 7 (25.9%) 7 (25.9%) 6 (22.2%) 0 (0.0%) 1 (3.7%)

（）：各項目の未回答者を除いた％

わからない

身に付けることができた
　知識や能力

教育内容への満足度

そう思う
いくらか
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

藤田医科大学および
　医学部に対する満足度

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満 わからない

大学のサービスや
　施設、設備への満足度

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満

満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満

そう思う
いくらか
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない
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表 4．「“そう思う”または“いくらかそう思う”」、あるいは「“満足”または“やや満足”」と回答した 

人数と割合：2017～2019 年度 

 

  
2019年度
-2018年度

2019年度
-2017年度

Q1
医師としての
　プロフェッショナリズム

37 (72.5%) 35 (79.5%) 13 (48.1%) -7.0 24.4

Q2 コミュニケーション能力 36 (70.6%) 33 (75.0%) 16 (59.3%) -4.4 11.3

Q3 専門職連携 27 (52.9%) 23 (52.3%) 12 (48.0%) 0.7 4.9

Q4 医学および関連領域の知識 39 (76.5%) 35 (79.5%) 18 (66.7%) -3.1 9.8

Q5 独創的探究心 22 (45.8%) 23 (52.3%) 10 (37.0%) -6.4 8.8

Q6 診療の実践 25 (49.0%) 26 (59.1%) 11 (40.7%) -10.1 8.3

Q7 地域社会への貢献 25 (49.0%) 20 (45.5%) 9 (33.3%) 3.6 15.7

2019年度
-2018年度

2019年度
-2017年度

Q1 教養教育 31 (62.0%) 24 (54.5%) 9 (33.3%) 7.5 28.7

Q2 英語教育 22 (43.1%) 16 (36.4%) 6 (22.2%) 6.8 20.9

Q3 基礎医学（講義） 38 (74.5%) 29 (65.9%) 12 (44.4%) 8.6 30.1

Q4 基礎医学（実習） 37 (74.0%) 30 (69.8%) 13 (48.1%) 4.2 25.9

Q5 社会医学（講義） 32 (62.7%) 27 (61.4%) 9 (33.3%) 1.4 29.4

Q6 社会医学（実習） 31 (60.8%) 24 (54.5%) 10 (38.5%) 6.2 22.3

Q7 臨床医学（講義） 43 (84.3%) 35 (81.4%) 16 (61.5%) 2.9 22.8

Q8 臨床実習 40 (81.6%) 35 (79.5%) 18 (66.7%) 2.1 15.0

Q9 アセンブリ教育 20 (39.2%) 18 (40.9%) 5 (18.5%) -1.7 20.7

Q10 プロフェッショナリズム教育 24 (47.1%) 19 (43.2%) 5 (18.5%) 3.9 28.5

Q11 カリキュラム全般 27 (52.9%) 19 (43.2%) 9 (33.3%) 9.8 19.6

Q12 教員 35 (68.6%) 30 (68.2%) 14 (51.9%) 0.4 16.8

2019年度
-2018年度

2019年度
-2017年度

Q1 教室・建物 49 (96.1%) 39 (88.6%) 21 (77.8%) 7.4 18.3

Q2 食堂 35 (68.6%) 23 (52.3%) 13 (48.1%) 16.4 20.5

Q3 学生ホール 35 (68.6%) 27 (61.4%) 13 (50.0%) 7.3 18.6

Q4 事務部窓口 28 (54.9%) 13 (29.5%) 15 (55.6%) 25.4 -0.7

Q5 図書館 37 (72.5%) 22 (50.0%) 17 (63.0%) 22.5 9.6

Q6 Wi-Fi環境 47 (94.0%) 35 (79.5%) 22 (81.5%) 14.5 12.5

Q7 自習室 45 (88.2%) 35 (79.5%) 22 (81.5%) 8.7 6.8

2019年度
-2018年度

2019年度
-2017年度

Q1
藤田医科大学に
どの程度満足していますか？

37 (72.5%) 27 (61.4%) 15 (55.6%) 11.2 17.0

Q2
医学部に
どの程度満足していますか？

40 (78.4%) 29 (65.9%) 14 (51.9%) 12.5 26.6

2019年度
-2018年度

2019年度
-2017年度

Q1
藤田医科大学医学部への
 進学を身近な人に
　勧めたいと思いますか？

34 (66.7%) 18 (40.9%) 13 (48.1%) 25.8 18.5

（）：各年の対象者から各項目の未回答者を除いた％

2019年度 2018年度 2017年度

そう思う＋
いくらか

そう思う

そう思う＋
いくらか

そう思う

満足＋
やや満足

満足＋
やや満足

満足＋
やや満足

満足＋
やや満足

割合の差

満足＋
やや満足

満足＋
やや満足

そう思う＋

いくらか
そう思う

そう思う＋

いくらか
そう思う

藤田医科大学および
　医学部に対する満足度

満足＋
やや満足

そう思う＋
いくらか

そう思う

身に付けることができた
　知識や能力

そう思う＋

いくらか
そう思う

教育内容への満足度
満足＋

やや満足

大学のサービスや
　施設、設備への満足度

満足＋
やや満足
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図 1．「“そう思う”または“いくらかそう思う”」、あるいは「“満足”または“やや満足”」と回答した

割合の 2017～2019 年度の推移 
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5．まとめ 

 藤田医科大学医学部の 2019 年度卒業生について、卒業のおよそ半年後に実施した卒業アンケートに

ついて回答状況をまとめるとともに、2017 年、2018 年度と合わせて 3 年間の傾向を確認した。 

 「身につけることができた知識や能力」の分野では、「臨床研修 1 日目の能力として身につけること

ができましたか？」の問に対し、“そう思う”または“いくらかそう思う”と回答した割合は各項目とも 5

割前後またはそれ以上と、一定の水準以上を示したが、今後、より多くの卒業生に“能力を身につけた”

と実感してもらえることを目指して教育を推進していく必要があると考えられる。また、「医学および

関連領域の知識」、「医師としてのプロフェッショナリズム」と「コミュニケーション能力」の項目で

“そう思う”または“いくらかそう思う”と回答した割合が比較的高く、この傾向は 3 年間で見ても同様で

あった。この割合は多くの項目で 2018 年度のほうが高かったが、「地域社会への貢献」と「専門職連

携」では 2019 年度の方が高く、3 年間で増加傾向であった。「地域社会への貢献」と「専門職連携」

は、いずれも医学部のアドミッションポリシーに掲げ、アセンブリ教育等と関連してここ数年力を入れ

ている分野であり、望ましい傾向といえる。 

 【教育内容への満足度】の分野では、ほとんどの項目において 3 年間で“満足”または“やや満足”と回

答した割合に増加傾向が見られた。また、 この割合は「臨床医学」で高く、次いで「基礎医学」、

「教養教育」などが高い傾向であった。「アセンブリ教育」や「英語教育」については近年教育内容の

変更・拡充が順次行われており、今後の改善が期待される。 

【大学のサービスや施設、設備への満足度】の分野では、全体に高い満足割合が得られた。本学では近

年、大学 2 号館などの新設、学生食堂の改修などを実施していることや、大学施設の自習用の利用の運

用などが、高い満足割合につながっているのではないかと思われる。一方、「事務部窓口」などでは、

学生の満足度を上げるための工夫の余地があると考えられる。 

【藤田医科大学および医学部に対する満足度】の分野では、“満足”または“やや満足”と回答した割合は

3 年間で増加傾向にあり、2019 年度で 7 割を超えていた。また、「進学を身近な人に勧めたいか」につ

いても増加傾向であった。 

回収率は高くなく、特に年次間の比較には限界があると思われるものの、全体として、良い／満足の

回答割合が増加している傾向であった。その中で、良い／満足の回答割合が比較的低かった項目には、

教育上の問題点や課題が潜んでいる可能性があるだろう。今後も各分野における取り組みが学生の満足

度の向上、あるいは高い満足度の維持につながることが期待される。 
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資料．調査票（A4、2 ページ） 
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